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2025年 1月 27日 
 

一般社団法人 ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会 
 

2024年度事業報告 

2024年度（会計年度︓1月～12月）は、ワークショップの開催、地域学習会に加え、新たな取り
組みを行った。 
ヘルスケア関連団体によるピアサポートの向上を目指し、ピアサポートプロジェクトとして、独自の研修を試
行版として実施し、将来に向けて、実践的で且つニーズに合うピアサポート研修の方向性を見出した。 
また、事業収益の１つとなる講師派遣事業を構築するために、第一段階として VHO-net の役員、過
去に講演の実績があるメンバーに承諾を得て、ウェブサイト上に情報を掲載することができた。 
さらには、今後、製薬企業や医薬品開発支援企業と日本の医薬品環境の整備のために、PPI（患者・
市民参画）に関して協力体制を構築する準備を行った。社会的意義ある活動として、また日本におい
ても当事者の声を活かすために今後も、協力していきたい。 
 

Ⅰ ．主要事業 

1． ワークショップ 
 第 24回ヘルスケア関連団体ワークショップ  

開催日︓2024年 10月 26日（土）～27日（日） 
   会場︓ファイザー株式会社 18階会議室（対面形式） 

 参加者︓VHO-net メンバー等︓35名、ファイザーボランティア︓7名、講師︓1名 
事務局︓２名、メディア︓7名（計︓52名） 

 ワークショップ準備委員会が月例の会議を実施し、ワークショップの企画から準備、当日の運営を
行った。今回は対面で実施。 
テーマ︓ヘルスリテラシーを高めるために︕ 
     ～ヘルスケア関連団体として重要性を考える～ 

 
2. 地域学習会合同会議 
  2024年度地域学習会合同会議をオンラインで実施した。 
  開催日︓2024年 2月 24日（土） 
  2023年度の活動報告、2024年度の地域ごとの活動計画の発表と地域ごとの計画修正を実施
した。 

 合同会議によって、地域学習会の運営についても理解を深めた。 
 対象者︓新旧 地域世話人・運営委員（９地域）、理事・監事、事務局 
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３．地域学習会（９地域）  
北海道から沖縄まで 8地域で地域学習会を開催。オンライン１回、対面１回で開催したが、対
面はほとんどハイブリッドで行われた。 
① 北海道学習会 
 開催日︓6月 29日（オンライン）、9月 7日（ハイブリッド） 
テーマ︓「ピアサポートにおける専門職としてのジレンマ」、「講演会の振り返りと事例発表」 

② 東北学習会 
 開催日︓8月 24日（ハイブリッド）、11月 9日（オンライン）  
テーマ︓ 「難病・障がい者・誰でも生き生きと暮らせるために」～ヘルスケア関連団体の目的と

役割～、～社会とつながる～ 
③ 関東学習会  
 開催日︓６月 1日(対面（会場）)、9月 23日（ハイブリッド） 
 テーマ：原点に立ち返り、私たちの課題を整理する 
④ 東海学習会 
 開催日︓10月 5日（ハイブリッド） 
テーマ：私たちの生活に よりよい法律を ～大麻取締法改正運動から学んだこと～ 

⑤ 北陸学習会 
  活動休止 
⑥ 関西学習会 
 開催日︓7月 13日（オンライン）、11月 23日（ハイブリッド） 
テーマ：“疾患はちがえど。模擬マッチング講演会“、『「サポートマーク」について学ぶ』 

⑦ 中・四国学習会 
 開催日︓6月 15日（ハイブリッド）、9月 21日（オンライン） 
テーマ︓『患者団体リーダーのためのナレッジ共有とリーダーシップ強化』、「ヘルスリテラシー向上

と自己管理の推進︓課題克服と成功の道筋」 
⑧ 九州学習会 

 開催日︓6月 1日（オンライン）、11月 10日（ハイブリッド）  
 テーマ︓「ピアサポートに有用なカウンセリングの考え方を学ぶ」（講義編と応用編） 
⑨ 沖縄学習会 
 開催日︓6月 30日（対面（会場））、12月 11日（オンライン） 
テーマ︓ 共同意思決定支援について学ぶ 医療、福祉、支援団体（患者会）における意

思決定の現状と課題、 意思決定支援から共同意思決定へ  
  
４．企業との協働 

 医薬品開発支援のイーピーエス株式会社と患者参画で協業関係を構築し、2024年度
は治験や治験の正しい知識をより多くの方に広めるために、患者さんの協力の下、治験啓
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発動画を制作に協力した。 
 R&D Head club と PPIパネルに関して、秘密保持契約を締結した。 

 
  ５．Ji4PE（医療開発基盤研究所）研修への参加・助成 
     Ji4PE の患者・市民向け講座に VHO-net のメンバーが受講し、研修費の 9割を補助すること

によって、学習の場の創出を実現した。 
 A コース（患者・市民のための人材育成コース(イントロコース)︓主に患者・市民向） 
 受講人数︓3名 
      E コース（倫理審査委員育成コース） 
        受講人数︓2名 
   

7．デジタル担当委員会 
「VHO-net 公式 LINE＆インスタグラムの勉強会」を開催。 
実施日︓2024年 4月 24日（水）  
参加人数︓19名 
デジタル担当委員︓7名出席 

 
  ８．ピアサポート研修プロジェクト 
     プロジェクト会議を９回実施 
       ピアサポート研修（試行版）を開催 

実施日︓2024年 11月 24日（日）9:00~12:00  
参加人数︓10名 
ピアサポート研修プロジェクトメンバー︓６名 

     ピアサポートの基礎知識やコミュニケーション力の研修のみならず、ヘルスケア関連団体の運営と
して欠かせない記録についても焦点を当てた研修を実施。 

      

Ⅱ．啓発事業 

① 講師派遣事業 
講師派遣事業を開始。第一段階として、主に VHO-netの理事・監事、その他、実績のある方 
に依頼し、第１期講師を掲載した。 

 
Ⅲ．組織運営 

 団体の組織強化のために、団体もしくは法人の賛助会員を増やすために外部に働きかけを
行った。 

 2024年度以降、啓発事業を開始することによって、ファイザーからの寄付だけに頼らない組織
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体制の確立に向けて議論を行った。 
 
 

以上 


